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　東京大学大学院の坂村 健 教授らの研究グループは、約35万文字の漢字フォント、「Ｔ書体フォント」
を開発し、2005 年12月に行われた研究開発成果の展示会講演で、その無償公開を開始すると発表し
た。従来の JIS漢字コードと呼ばれる文字コードの設計では、コンピュータの演算能力、記憶容量が低
い状況を前提としており、当時のコンピュータでも取り扱えるよう優先順位の高い六千数百字を割り当て
た。情報をネットワークで伝達することが重要になった現在、10万を越える文字を扱える文字コード体
系と、それを表示するための大規模フォントは非常に重要である。今回の発表は、名前、土地名など日
常的な文字利用と、古典、漢籍など学術的文献の電子化に加えて、異機種コンピュータ間の外字問題を
解決する文字体系のハブとなる基盤を提供しようという狙いがあると見られる。
　東京大学大学院の坂村 健 教授らの研究グループ
は、約 35万文字の漢字フォント、「Ｔ書体フォント」
を開発し、2005年 12月に行われた研究開発成果の
展示会講演で、その無償公開を開始すると発表し
た１、２）。
　このフォントセットは、1995 年から日本語の文
字を電子化するプロジェクトとしてスタートし、
東京大学の多国語処理研究会によって拡張が進め
られている ｢GT書体フォント３）｣ の約８万文字
および、今回新たに収集された宋・明代の異体字
３万５千文字、金文の解釈用の文字や非漢字など
合わせて、115,739 文字に対して開発された、明
朝、ゴシック、楷書の３書体、合計約 35 万字と
いう大フォントセットである。Ｔ書体フォントは、
TreuTypeフォントのため印刷や画面上の拡大縮小
に耐える実用的なフォントである。
　Ｔ書体フォントは、坂村教授が提唱し現在組み
込み型のコンピュータシステムで利用されている
TRONとよばれるオペレーティングシステム（OS：
基本ソフトウエア）上で利用する目的で開発され
た。今回の発表では、Windows などの他のOSで
も利用可能な形で公開するとしている。
　大規模なフォントセットの活用においては、執
筆者と印刷会社のコンピュータの外字設定が異な
ることに起因する外字管理が必要になる。
　坂村健教授らの研究グループは、2004 年にこの
問題を解決するTRONフォントトレーサビリティ
システム４）を発表している。このシステムを利用
すると、執筆者の使う外字は、TRONコードを使
って一意に決まるユニークコードに変換される。
これをもとに、外字とユニークコードの変換表が
つくられ、印刷会社はこれを原稿とともに受け取
り、変換表に記載されているユニークコードから
高品質のフォントを呼び出し印刷に適用する。こ
のシステムを利用することによって、執筆者と印
刷会社のコンピュータの外字設定が異なること
によって起こる外字管理を自動的に行うことがで
きる。
　今回のＴ書体フォントの公開には、名前、土地
名など日常的な文字利用と、古典、漢籍など学術
的文献の電子化に加えて、異機種コンピュータ間
の外字問題を解決する文字体系のハブとなる基盤
を提供しようという狙いがあると見られる。
　このプロジェクト以外にも大規模文字フォント
セットに関する研究と製品化の例としては、「今昔
文字鏡」や「ｅ漢字」などが挙げられる。大規模
な漢字フォントを多様なアプリケーションに対し
て活用できる可能性が生まれている。
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